



長 光 太 志
要 旨
この研究 ノー トは,元 来一致 することのない国民概念 と国籍法が,日 本国憲法や それ を論ず る分野
においてどのように処理 されているのかを概観 し,そ の学知を基に,日 本の民族神話 を考察す ること
を目的 としてい る。
キ ーワー ド:国 民概念 国籍法 民族神話 近代国家
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に対 し,い かなる権利を有し,義 務を負 うかは,
専ら当該国家の国内法によって定められ,国 に






























































2.国 民 国家(ネ イ シ ョン ・ステ イ ツ)







されていた。 しか も日本民族も,朝 鮮系 ・アイ
ヌ系 ・南方系などの混合民族とされ,日 本 と朝
鮮は人種的 ・文化的類似点が多いばかりか,天
皇家にも朝鮮系の血統が流入 していると強調 し




上でみるかぎり,朝 鮮 ・台湾を喪失 した戦後に
なって定着 したものなのだ。」6)と いう分析を





































































































































































































4.「 民族 」へ の懐疑
さて前章では,日 本の国籍制度の歴史的背景

















るが,沖 縄や北海道のアイヌの人 々など,歴 史
上,植 民地的に編入 され続けている領域の人々
は,そ の歴史的背景を忘却 され,日 本民族の中
に包摂され 「B本人」になってしまう。この表
裏一体の 「排除」 と 「包摂」の構造が,我 々が
現在,「 民族」 と認識 している集団を生んでい
るとしたら,ど うだろう。 これは日本民族の特
殊な成立過程ではなく,世 界中の民族 は,皆,

























さて,こ の 研 究 ノー トで は,国 籍 法 に ま つ わ
る幾 つ か の 間 題 を 書 き 出 して み た。 そ こで は 国
民 概 念 と国 籍 制 度 の不 可 避 の ズ レか ら始 ま り,
そ れ を 覆 い 隠 す 民族 神 話 の存 在,そ して そ の理
念 的 問 題 点 や そ こか ら発 生 す る具 体 的 問題 点 を
確 認 した。 さ らに 問題 の発 生 源 で あ る 「民 族 」
とい うカ テ ゴ リー が,自 然 に発 生 した カテ ゴ リー
で は な く,構 築 的 な もの で あ る と い う認 識 に も
言 及 した。 我 々 は,法 律 と い う もの を,条 件 を
打 ち込 め ば機 械 的 に結 果 が ア ウ トプ ッ トさ れ る
ブ ラ ッ クボ ッ クス の よ うに考 え が ち で あ る。 し
か し国籍 法 の よ うに,一 見 解 釈 の余 地 が な い よ
うに思 わ れ て い る法 律 で さえ,一 定 方 向へ 向 け
た恣 意 的 な解 釈 が な され て い る。 そ う で あ る な
らば,我 々 は法 の解 釈 が,我 々の 選 び取 る国 家
の編 成 原 理 に照 ら して 妥 当 な もの で あ るか 否 か
確 認 し続 ける必要 が生 まれ るだ ろ う。 多 くの人 々
が 自 明視 して い る 「民 族 」 が 神 話 で あ り,従 っ
て それ を機 軸 に国 籍 法 を 展 開 す る こ と に は限 界
が あ る事 に気 が付 いた と き,私 た ち は再 び,ど
の よ う な編 成 原 理 で ステ イ ツを 営 ん で い くの か
と い う問 題 に直 面 す るの で あ る。
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